




















































Examination of the improvement method 
for instructional activity as the regional contribution













































































講座名※1 実施期間 時間と回数 受講人数
パソコン講座
第 1期※2
2016年 11月頃 90分×6回 22名
パソコン講座
第 2期※2








　「パソコン講座第 1期」では 18件（回収率約 81.8％）、



































難易度 面白さ 進行速度 理解度 役立ち 興味 満足度
難易度 1.00
面白さ 0.68 1.00
進行速度 －0.28 0.29 1.00
理解度 0.73 0.43 －0.50 1.00
役立ち 0.72 0.51 －0.42 0.84 1.00
興味 0.62 0.23 －0.58 0.76 0.78 1.00
満足度 0.58 0.82 0.18 0.46 0.63 0.46 1.00
r0.05≒0.51､ r0.01≒0.64､ r0.001≒0.76､ 太字は p＜0.05
表 4．「パソコン講座第 2期」受講者から得られた選択回答の相関係数
（n＝8、有効回答率約 72.7％）
難易度 面白さ 進行速度 理解度 役立ち 興味 満足度
難易度 1.00
面白さ 0.52 1.00
進行速度 0.12 0.32 1.00
理解度 0.77 0.38 －0.16 1.00
役立ち 0.73 0.81 0.19 0.54 1.00
興味 0.49 0.63 0.38 0.50 0.76 1.00
満足度 0.73 0.81 0.19 0.81 0.71 0.63 1.00


















































0 3 3 1 1 0 1 2 4 2
パソコン講座第 2期
（n＝8、有効回答率約 72.7％）
2 1 1 1 2 1 2 0 0 0
図 1．CS分析
（a）パソコン講座第 1期 （b）パソコン講座第 2期
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れば満足度の向上につながることが期待できる。
Ⅴ．考察
　本章では前節で述べた CS分析の結果から、CS分析
の妥当性と、それを踏まえた講座の改善案を述べる。
1．CS分析の妥当性
　同じ内容の 2講座について CS分析を試みたところ、
パソコン講座第 1期では満足度向上に期待できる改善点
を明らかにできず、一方で同講座第 2期では難易度の改
善が満足度の向上に期待できることが明らかになった。
このように CS分析だけで講座の改善点を明らかにでき
なかった事例があるものの、サンプル数が 8件と少数で
あっても改善点を明らかにできた意義は大きい。　
　表 5に示す受講生の自由記述回答の内訳を見ると、学
習内容に関する「勉強になった」「内容が物足りない」、
受講者達の特性に関する「受講者の知識・技能の格差が
大きい」、講座内容を指摘する「講座内容について指摘・
提案」がパソコン講座第 1期受講生に多いことが分かる。
ここからパソコン講座第 1期の受講生は、講師が想定す
る以上に ICTに関する知識・技能を持った受講生が何
名か受講していたと考えられる。それがパソコン講座第
1期と同講座第 2期の CS分析結果の違いに現れたと言
える。
　以上より CS分析を用いることで受講生が少人数であ
っても講座の満足度の改善点を明らかにできる事例を確
認できた。また明らかにできなかったとしても、他のデ
ータと照らし合わせることで、より精度の高い分析がで
きた事例を確認できた。よって地域住民向けの講座の改
善を目的とした分析に CS分析を用いることの妥当性を
示すことができた。
2．講座の改善案
　CS分析により「パソコン講座第 2期」では難易度の
改善が満足度の向上に期待できる可能性を見出せたこと
から、講座内容を見直して難易度の改善、すなわちより
明快で分かりやすくする必要がある。
　また自由記述回答の分析結果から内容の物足りなさ、
受講者の知識・技術の格差、講座回数の少なさが課題と
して見出せたことから、講座内容のボリュームを増やし、
受講者の能力別に講座を開講する（例えば初級講座と上
級講座など）、そして講座回数を増加する。より具体的
に挙げるなら、年賀状作成で 1講座、アルバム作成で 1
講座とし、それぞれを 6回程度の回数で企画するという
方法が考えられる。これにより内容の物足りなさと回数
の少なさの課題が解決できると期待できる。また受講者
の知識・技能の程度を想定して講座を企画しているが、
実際の受講者とは異なる可能性がある。これについては
講座の周知方法の見直しが必要だろう。例えば講座名か
らどの程度の知識・技能を持った人を対象としているか
イメージできるようにする必要がある（例：「Wordを知
っている人のための年賀状作成」「はじめてのパソコン
講座」）。これにより難易度の改善と受講者の知識・技能
の格差が大きいという課題が解決できると期待できる。
Ⅵ．終わりに
　本研究では、大学などの高等教育機関が企画する地域
住民向けの講座について、その改善手法に CS分析が有
効かどうかの検討を試みた。実際に開講された内容が同
じである 2講座とその受講者を対象に調査・分析を試み
たところ、サンプル数が少なくても改善点を明らかにで
きた事例を確認した。また明らかにできなかったとして
もより精度の高い分析ができる事例を確認した。
　本研究では地域貢献を目的とした講座を対象にビジネ
ス分野で用いられている CS分析を用いたが、他の講座
や講演会の満足度向上を目指す際にも CS分析を活用で
きる可能性がある。今後は対象を広げていき、様々な講
座や講演会で活用する方法を提案していきたい。
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付録 1．講座の指導計画
回・タイトル 詳細 使用機材
1回目
オリエンテーションと
年賀はがきの準備
1．オリエンテーション
　　・講師紹介
　　・講座の概要
2．USBメモリの活用
　　・USBメモリへのアクセス方法
3．Word操作
　　・用紙サイズ設定
　　・テキストボックス
【既設】
・パソコン
【受講者持参】
・USBメモリ
2回目
画像検索
4．フリー素材の活用
　　・フリー素材配信サービスとは
　　・素材画像のダウンロード
5．Wordで画像操作
　　・画像の挿入
　　・画像の移動／リサイズ／回転
　　・画像の加工
【既設】
・パソコン
【受講者持参】
・USBメモリ
3回目
デジカメの活用
6．デジカメとパソコンの通信
　　・デジカメをパソコンに接続する
　　・パソコンからデジカメにアクセスする
7．デジカメの写真のコピー
　　・デジカメの写真を USBメモリにコピーする
　　・デジカメを外す
【既設】
・パソコン
【受講者持参】
・USBメモリ
・デジタルカメラ
4回目
画像の加工
8．色に関する設定
　　・透明色設定
　　・配色変更
　　・その他エフェクトのかけ方
9．画像の重ね合わせ
　　・前面／背面移動
　　・重ね合わせて新たな素材を作る
【既設】
・パソコン
【受講者持参】
・USBメモリ
5回目
年賀状を仕上げる
10．仕上げ作業
　　・各自で年賀状を仕上げる
【既設】
・パソコン
【受講者持参】
・USBメモリ
6回目
アルバム作成
11．Powerでアルバム作成
　　・スライドのサイズ設定
　　・スライドの追加・移動
　　・テキストボックスの挿入
　　・画像の挿入
【既設】
・パソコン
【受講者持参】
・USBメモリ
・（必要なら）デジタルカメラ
佐久大学 信州短期大学部紀要，第 29巻，11-18（2018.3）
18
付録 2．アンケート用紙（大学名、講座名の特定を防ぐため一部加工済み）
